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『がん治療の今』
～日本発のがん治療：重粒子線～

《第12 回 公益財団法人 医用原子力技術研究振興財団 講演会》

『がん治療の今』
～日本発のがん治療：重粒子線～

《第12 回 公益財団法人 医用原子力技術研究振興財団 講演会》



黄色い葉は痛くない、切らない、簡単の３つを表しています。
緑の葉はやさしい治療を表しています。
「Quality of Life」というコピーは、
放射線治療がQOL（Quality of Life）の向上に大きく寄与し、
がん治療の新しい時代を切り拓いて行くという決意を表しています。

Quality of life
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公開講演会『がん治療の今』
～日本発のがん治療：重粒子線～

開	催	要	旨

長い間、がん治療のメインは手術とされてきましたが、 “がん”は治ったけれども、治療後は身体的
な障害や生活上の制限を受けることもありました。
今日の“がん”医療では、患者さんのQOL（quality of life = 生活の質）を大切として、治療 3本
柱である「手術」「化学療法」「放射線治療」をうまく組み合わせた“がん”治療が施されています。
重粒子線がん治療は日本の優れた“医療”と “科学技術”により、世界に先駆けて実用化された、「放
射線（重粒子線）を用いて、体の外から“がん腫瘍”を狙い撃ちする治療法」の一つです。
重粒子線は他の放射線に比べて体内で広がりにくく、届く深さをコントロールできるため、がん腫
瘍の位置、大きさ、形状に合わせてピンポイントで治療効果を集中させることができます。また、放
射線に強い種類の“がん”にも高い効果があることが特徴です。
患者さんの身体的負担が少なく短期間で元の社会生活に復帰できる、患者さんのQOLを重視した“がん”
治療です。
本日の公開講演会では、『がん治療の今』と題しまして、山形大学の共催による重粒子線がん治療施
設計画のご紹介と、重粒子線がん治療の現状について第一線で活躍しておられる先生方、実際に治療
を受けた方にお話し頂きます。
ご参会の方々にお礼を申し上げると共に、この公開講演会をきっかけに皆様のご健康と“がん”医
療への関心・理解を深めて頂ければ幸いです。

〇山形大学 重粒子線がん治療施設と、がん医療の広域病院連携について
山形大学では医学部を中心に 10 年以上前から、広域的な有効利用を前提とした「重粒子線がん治療施設」の実

現に取り組んできました。現在は平成 31 年 10 月の治療開始を目標とし、施設と装置の設計を行っています。

装置の性能は最先端としながら、
①省エネルギー、
②省スペース、
③扱いやすい装置、
④廃棄物の軽減 
⑤病院に併設しやすい建屋構造等
の特徴を兼ね備えます。

一方、広大な面積を持つ東北地域で、遠方の患者さんが治療施設に赴くことなく、最適な“がん”治療の診療
相談が受けられるように、東北計 60 病院、及び重粒子医科学センター病院（千葉：放医研）をTV会議システム
で接続した診療連携体制も整備しました。

主催 公益財団法人医用原子力技術研究振興財団
共催 国立大学法人山形大学
後援  文部科学省、厚生労働省、山形県、山形市、一般社団法人山形県医師会、一般社団法人山形市医師会、

国立研究開発法人放射線医学総合研究所、公益財団法人日本対がん協会、東北がんプロフェッショナル
養成推進プラン
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プログラム
公開講演会

≪第12回　公益財団法人　医用原子力技術研究振興財団　講演会≫

『がん治療の今』～日本発のがん治療：重粒子線～

13:30～ 13:50	 開会挨拶	 公益財団法人　医用原子力技術研究振興財団　　　　　　
代表理事・副理事長　辻井　博彦

	 	 � 山形大学　学長　小山　清人

	 来賓挨拶	

【第 １ 部】	基調講演
13:50～ 14:40	 講演１　「がん治療の今」　～日本発のがん治療：重粒子線～

国立研究開発法人　放射線医学総合研究所　重粒子医科学センター長　鎌田　　正
14:40～ 15:20	 講演２　「東北における粒子線治療について」

山形大学　医学部　放射線腫瘍学講座　教授　根本　建二
15:20～ 15:30	 休憩（10分間）

【第 ２ 部】	 �パネルディスカッション「重粒子線がん治療への期待」
15:30～ 16:50	 コーディネーター

山形大学　医学部参与　嘉山　孝正
	 パネリスト

山形大学　医学部附属病院長　久保田　功
神奈川県立がんセンター　重粒子線治療科部長　野宮　琢磨

山形県商工会議所連合会　会長　清野　伸昭
重粒子線治療経験者　菅原　了介

16:50～ 17:00	 閉会挨拶	 山形大学　�医学部長・医学部がんセンター長　山下　英俊

	 司会	 フリーアナウンサー　佐藤　博子

開催日時：平成27年11月 29日（日）
開催場所：山形国際交流プラザ ビッグウィング・大会議室
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佐藤　博子（さとう　ひろこ）	
略　　歴：	 �YBC時代は、TV朝ニュースワイド、TV夕方ニュースワイド、TV特別番

組等を担当する。
	 �退社後はフリー AN として活動、YBC ラジオ番組パーソナリティー、

YBCテレビ番組キャスター、リポーター、また、ドキュメンタリー番組、
プロモーションビデオ、CM等のナレーターを務める。

	 �紙上対談、シンポジウムやフォーラムパネリスト・コーディネーター、各
種イベント（大会、式典、祝賀会、パーティ、結婚披露宴など）の司会も
多数。

	 �現在の担当番組　YBCテレビ　ハウジングロード

司会

佐藤　博子
フリーアナウンサー

（元山形放送アナウンサー）
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辻井　博彦
公益財団法人　医用原子力技術研究振興財団

代表理事・副理事長

辻井　博彦（つじい　ひろひこ）
略　　歴：	 昭和43年　北海道大学医学部卒業
	 昭和44年　国立札幌病院放射線科勤務
	 昭和47年　ニューヨーク市St Vincent Hospital レジデント
	 昭和49年　北海道大学医学部放射線科講師
	 　　　　　　�在職中に米国とスイスで各１年間パイ中間子治療プロジェクト

に参加
	 平成   元年　筑波大学臨床医学系教授･陽子線医学利用研究センター長
	 平成   6年　放射線医学総合研究所・重粒子治療センター病院長
	 平成20年　同理事
	 平成23年　放射線医学総合研究所フェロー
	 平成26年　�公益財団法人　医用原子力技術研究振興財団　代表理事・副理

事長　

表彰など：	 平成17年　高松宮妃癌研究基金学術賞
	 平成18年　国際粒子線治療研究会（PTCOG）会長
	 平成25年　日本放射線腫瘍学会特別功労賞（Gold Medal）
	 平成 27年　瑞宝中綬章
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小山　清人
山形大学　学長

小山　清人（こやま　きよひと）	
略　　歴：	 昭和47年　3月　山形大学工学部繊維工業科　卒業
	 昭和49年　3月　山形大学大学院工学研究科修士課程修了
	 昭和57年 12月　工学博士（東京工業大学）取得
	 昭和49年　4月　山形大学　助手　工学部
	 昭和62年 10月　山形大学　助教授　工学部
	 平成　4年　4月　山形大学　教授　工学部
	 平成　7年　3月　山形大学　附属図書館工学部分館長（～平成10年12月）
	 平成10年 11月　山形大学　評議員（～平成13年8月）
	 平成11年   2 月　�山形大学大学院ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー長

（～平成17年3月）
	 平成16年　4月　�山形大学　工学部長・大学院理工学研究科長
	 　　　　　　　　　（～平成19年8月）
	 平成19年　9月　山形大学　理事・副学長（～平成26年3月）
	 平成26年　4月　国立大学法人山形大学長
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第１部　	 基調講演

講演１
「がん治療の今」　　　　　　　　
　　～日本発のがん治療：重粒子線～

鎌田　正
国立研究開発法人　放射線医学総合研究所

重粒子医科学センター長

鎌田　正（かまだ　ただし）	
略　　歴：	 昭和54年　北海道大学医学部医学科卒業
	 昭和56年　文部教官北海道大学助手（医学部附属病院放射線科）
	 平成　6年　�科学技術庁放射線医学総合研究所重粒子治療センター治療診

断部治療課医長
	 平成　9年　医学博士
	 平成13年　�独立行政法人放射線医学総合研究所重粒子医科学センター診断

課臨床検査室長、千葉大学大学院医学研究院客員助教授併任
	 平成15年　�独立行政法人放射線医学総合研究所重粒子医科学センター病

院治療課長、重粒子線がん治療臨床試験プロジェクトリーダー
併任

	 平成18年　�独立行政法人放射線医学総合研究所重粒子医科学センター病
院治療課長、臨床治療高度化研究グループリーダー、診断・
治療高度化研究グループリーダー併任

	 平成20年　�独立行政法人放射線医学総合研究所重粒子医科学センター長
（現職）、現在に至る

	 　　　　　　千葉大学大学院医学研究院客員教授併任
	 　　　　　　北海道大学大学院医学研究科客員教授併任
	 　　　　　　群馬大学医学部客員教授併任
	 　　　　　　新潟大学大学院医歯学総合研究科客員教授併任

専　　門：	 �重粒子線医学
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基調講演	 第１部

根本　建二（ねもと　けんじ）	
略　　歴：	 昭和57年　3月　東北大学　医学部卒業
	 昭和57年　6月　宮城県立　成人病センター放射線科
	 昭和59年　4月　東北大学　医学部 大学院入学　昭和63年卒業
	 昭和63年　4月　東北大学　医学部附属病院　助手　
	 平成13年　4月　東北大学　医学系研究科　量子治療学分野学　講師 
	 平成 16年　4月　東北大学　医学系研究科　放射線腫瘍学分野　助教授
	 平成18年　4月　山形大学　医学部　放射線腫瘍学講座　教授
	 平成19年　4月　山形大学　医学部　がん臨床センター長
	 平成24年　4月　山形大学　医学部附属病院　副病院長
	 平成27年　4月　山形大学　医学部　副医学部長

在外研究歴：
　　短　期	 �昭和 61年10月～ 昭和61年12月 
	 �Department of Radiation Biology, Lawrence Berkeley National Laboratory, 

Berkeley, CA、
　　テーマ	 重イオンビーム（シリコンビーム）の実験腫瘍に対する効果
　　長　期	 平成　7年　3月～平成　8年　3月
	 �Department of Developmental Radiotherapy, British Colombia Cancer Agency, 

Vancouver, BC Canada　
　　テーマ	 パイ中間子線による脳腫瘍、前立腺がん治療
	 陽子線分割照射の生物効果の研究

専門領域：	 �放射線腫瘍学、消化器がんの放射線治療

所属学会等：	学会役員（理事）

	 　日本放射線腫瘍学会理事 (専務理事 )
	 　日本食道学会理事
	 　医学物理士認定機構理事

そ の 他：	 最近では山形大学への重粒子線治療装置導入に向けた各種活動
	 東北がんネットワークの放射線治療委員長として東北の放射線治療のとりまとめ

講演２
「東北における粒子線治療について」

根本　建二
山形大学　医学部　放射線腫瘍学講座　教授
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第２部　	 パネルディスカッション

「重粒子線がん治療への期待」

コーディネーター

嘉山　孝正
山形大学　医学部　参与

山形大学　先進がん医学講座　特任教授
医学部次世代型重粒子線治療装置研究開発室長

国立がん研究センター名誉総長

嘉山　孝正（かやま　たかまさ）	
略　　歴：	 昭和50年　3月　東北大学医学部卒業
	 昭和50年　4月　東北大学医学部脳神経外科入局
	 昭和53年　4月　ドイツ連邦共和国 Justus Liebig 大学
	 　　　　　　　　　脳神経外科 (Prof.H.W. Pia) 留学
	 昭和 56年　4月　東北大学助手
	 昭和58年　7月　国立仙台病院脳卒中センター
	 昭和61年　9月　国立仙台病院脳神経外科
	 平成　2年10月　東北大学医学部講師
	 平成　6年　5月　山形大学助教授
	 平成　8年　7月　山形大学教授
	 平成14年　4月　山形大学医学部附属病院長
	 平成15年 10月　山形大学医学部長
	 平成22年　4月　国立がん研究センター理事長
	 平成24年　4月　山形大学学長特別補佐，国立がん研究センター名誉総長
	 平成27年　4月　山形大学名誉教授，山形大学医学部先進がん医学講座特任教授，山形大学医学部参与

専門分野：	 �脳神経外科

受 賞 歴：	 昭和62年　中村隆賞銅賞（東北脳血管障害研究会）
	 平成10年　山形新聞社賞（山新３P賞）平和賞受賞
	 平成12年　黒川利雄賞受賞（宮城県対がん協会）　
	 平成16年　平成16年度山形県救急医療・救急業務関係者知事表彰
	 平成22年　（社）日本脳神経外科学会齋藤眞賞社会部門賞受賞
	 平成22年　山形県科学技術賞受賞
	 平成23年　第一回石坂公成賞受賞（山形大学医学部）

学会・社会活動等：
	 （平成17年～平成21年，平成25年～）�世界脳神経外科学会executive committee
	 （平成11年～）米国脳神経外科学会会員
	 （平成25年9月～）日本脳神経外科学会理事長
	 （平成19年～）日本脳腫瘍の外科学会理事長
	 （平成17年7月～）日本癌治療学会代議員
	 （平成23年）第70回日本脳神経外科学会総会会長
	 （平成25年～）日本医師会会長特別顧問
	 （平成22年～）全国医学部長病院長会議相談役
	 （平成22年～）国立大学医学部長会議相談役
	 （平成23年～）被災者健康支援連絡協議会事務局長
	 （平成24年～）日本医療安全調査機構　理事
	 （平成25年～）日本医学会　評議員
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パネルディスカッション	 第２部

「重粒子線がん治療への期待」

久保田　功（くぼた　いさお）	
略　　歴：	 昭和54年　　　　山形大学医学部卒業
	 　　　　　　　　　山形大学第一内科入局
	 昭和58年　　　　山形大学医学研究科修了
	 昭和61年　　　　米国ユタ大学留学
	 平成　４年　　　　山形県立中央病院内科　医長
	 平成　５年　　　　山形大学医学部　第一内科　講師
	 平成　６年　　　　山形大学医学部　内科学第一講座　助教授
	 平成　９年　　　　米国ハーバード大学留学
	 平成12年　　　　公立置賜総合病院　診療部長
	 平成14年１月～　山形大学医学部　内科学第一講座　教授

	 平成22年４月～　山形大学医学部附属病院長
	 平成22年４月～　山形大学経営協議会委員

パネリスト

久保田　功
山形大学　医学部　附属病院長

山形大学　医学部　内科学第一講座　教授



● 10

第２部　	 パネルディスカッション

「重粒子線がん治療への期待」

パネリスト

野宮　琢磨
神奈川県立がんセンター
重粒子線治療科　部長

野宮　琢磨（のみや　たくま）	
略　　歴：	 平成10年　4月　東北大学医学部附属病院　医員
	 平成18年　9月　放射線医学総合研究所客員研究員
	 平成22年　4月　山形大学医学部講師
	 平成24年　4月　山形大学医学部准教授
	 平成24年　6月　放射線医学総合研究所重粒子医科学センター医長
	 平成27年　8月　神奈川県立がんセンター重粒子線治療科　部長
	 	 　現在に至る

	 平成10年　3月　東北大学医学部医学科卒業
	 平成15年　3月　東北大学大学院修了（医学博士）
	 平成15年　8月　日本医学放射線学会認定専門医
	 平成18年 10月　日本放射線腫瘍学会認定医
	 平成20年　4月　日本がん治療認定医機構認定医

所属学会等：
	 ASCO (American Society of Clinical Oncology) member
	 日本医学放射線学会
	 日本放射線腫瘍学会
	 日本生物部会、日本食道学会、日本頭頚部学会
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パネルディスカッション	 第２部

「重粒子線がん治療への期待」

パネリスト

清野　伸昭
山形県商工会議所連合会　会長

山形パナソニック株式会社
代表取締役会長

清野　伸昭（せいの　のぶあき）	
略　　歴：	 昭和40年　3月　立教大学経済学部　卒業
	 昭和40年　4月　松下電器産業株式会社　入社
	 　　　　　　　　　（現　パナソニック株式会社）
	 昭和44年　2月　山形ナショナル電器販売株式会社　入社
	 　　　　　　　　　（現　山形パナソニック株式会社）
	 昭和50年　1月　取締役就任
	 昭和57年　3月　代表取締役就任
	 昭和62年　2月　代表取締役社長就任　
	 平成25年　6月　代表取締役会長就任
	 　　　　　　　　　現在に至る

	 平成　5年　6月　トヨタカローラ山形株式会社　取締役就任
	 平成13年　6月　キャプテン山形株式会社　代表取締役社長就任
	 平成17年　6月　株式会社テレビユー山形　監査役　就任

公 職 歴：	 平成12年　5月　社団法人山形法人会　副会長　就任
	 平成17年　5月　山形県中小企業団体中央会　副会長　就任
	 平成22年 11月　山形商工会議所　会頭　就任
	 平成22年 11月　山形県商工会議所連合会　会長　就任
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第２部　	 パネルディスカッション

「重粒子線がん治療への期待」

パネリスト

菅原　了介
重粒子線治療経験者
山形県酒田市在住

菅原　了介（すがわら　りょうすけ）	
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山下　英俊（やました　ひでとし）	
略　　歴：	 昭和56年　3月31日　東京大学医学部医学科卒業
	 昭和56年　6月　1日　東京大学医学部眼科学教室医員（研修医）
	 昭和57年　4月　1日　東京大学医学部眼科学講座助手
	 昭和60年　1月16日　�国家公務員等共済組合連合会三宿病院	

及び自衛隊中央病院眼科勤務
	 昭和62年　1月 16日　東京大学医学部眼科学教室講師
	 平成　4年　5月20日～平成6年8月31日
　　　　　　　　　　　　　　　　  　スウェーデン ウプサラ大学へ留学
	 平成　6年　9月　1日　東京大学医学部眼科学教室講師へ復職
	 平成11年　7月　1日～山形大学医学部眼科教授
	 平成15年 11月　1日～平成22年3月31日
	 　　　　　　　　　　　　山形大学医学部附属病院長
	 平成22年　4月　1日～山形大学医学部長
	 平成27年　4月　1日～山形大学　医学部　がんセンター長
	 　　　　　　　　　　　　現在に至る

受 賞 歴：	 平成　4年　5月　8日　平成3年度日本眼科学会学術奨励賞受賞
	 平成　8年　　　　　　　第一回Rohto Award（ロート賞）受賞
	 平成　9年　4月28日　平成8年度東京大学医師会医学賞受賞（第11号）
	 平成19年度　　　　　　日本眼科学会評議員会賞受賞

山下　英俊
山形大学　医学部長・医学部がんセンター長
山形大学　医学部　眼科学講座　教授
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第１２回 医用原子力技術研究振興財団講演会  

 

ご協力ありがとうございます。 

 
本講演会の開催に際しまして、ご協賛をいただきました。 

厚く御礼申し上げます。 
 

（敬称略） 
 
 

協賛企業 

 

株式会社東芝 

富士フイルムＲＩファーマ株式会社 

日本メジフィジックス株式会社 

丸木医科器機株式会社 

 

 

 

広告協賛企業 

 

株式会社東芝 

富士電機株式会社 

損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険株式会社 山形支社 

全国共済農業協同組合連合会 山形県本部 

株式会社エフエスユニマネジメント 

株式会社日立製作所 

富士通株式会社 

アフラック 山形支社 

日本生命保険相互会社 山形支社 

三井住友海上火災保険株式会社 山形支店山形支社 
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〒191-8502  東京都日野市富士町 1番地　TEL 042 ‐ 585 ‐ 6024
http://www.fujielectric.co.jp/   Email  fric-info@fujielectric.co.jp

産業インフラ事業本部　計測制御システム事業部　放射線システム部

放射線管理のベストパートナー
富士電機は、放射線計測に関する豊富な知識と技術で、

放射線利用施設の計画立案、設計・施工、運用、メンテナンスに至るまで、

お客様を一貫してサポートします。

取 扱 製 品

放射線管理システム
放射線モニタリングシステム

ＲＩ排水管理システム

出入管理システム

非密封ＲＩ管理システム

従事者管理システム

インターロックシステム

測定器
各種サーベイメータ

個人線量計／環境線量計

モニタリングポスト

ホールボディカウンタ　

体表面モニタ

食品放射能検査システム

その他
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山形支社
山形市松波 1-1-1 損保ジャパン日本興亜山形ビル 5 階

ＴＥＬ 023-625-3766
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 〒108-0023 東京都港区芝浦3丁目4番1号 グランパークタワー23階
  TEL . 03 - 5442 - 7661（代表）

グリーンホスピタルサプライ株式会社 〒565-0853 大阪府吹田市春日3丁目20番8号 TEL . 06 - 6369 - 0092（代表）

株式会社エフエスユニマネジメント http://www.fsm.co.jp/

http://www.ghs-inc.co.jp/



第 15 回日本分子脳神経外科学会学会誌 _H148×W210mm_Healthcare

そうだね。でも、健康の問題はとても大きいから、

お医者さんだけで全てを抱えるものではないのです。

高齢化社会、生活習慣病、医療費の増大など、健康に関わる課題はさまざま。

だから日立は、先端のＩＴと医療システムを駆使して、

予防から検査・診断、治療、介護などのプロセスで、

より良いヘルスケアソリューションを提供します。

誰もが健康に暮らせる社会をつくりたい。それが、日立のソーシャルイノベーション。

みんなが
お医者さんになれたらいいのに。

social - innovation.hi tachi.com
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山形支社
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契約内容の照会・各種お問い合わせ・ご相談ならびに苦情について 
コールセンター 0120-5555-95 
月曜日～金曜日 9:00～18:00 土曜日 9:00～17:00 ※祝日を除きます。 
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メ 　モ
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メ 　モ





公益財団法人医用原子力技術研究振興財団
〒103-0001  東京都中央区日本橋小伝馬町7-16　ニッケイビル5階

TEL:03-5645-2230  FAX:03-3660-0200
http://www.antm.or.jp

新しい情報はホームページに掲載いたしますのでご覧ください。

無断複写・複製を禁止します。複写を希望される方は、上記財団までご連絡ください。

ＡＮＴＭ 検索

日時/平成27年11月29日（日）
場所/山形国際交流プラザ 
　　 ビッグウィング・大会議室

■主催/公益財団法人医用原子力技術研究振興財団　■共催/国立大学法人山形大学
■後援/文部科学省　厚生労働省　山形県　山形市　一般社団法人山形県医師会　一般社団法人山形市医師会　国立研究開発法人放射線医学総合研究所 

公益財団法人日本対がん協会　東北がんプロフェッショナル養成推進プラン

講 演 会 ガ イ ド講 演 会 ガ イ ド

『がん治療の今』
～日本発のがん治療：重粒子線～

《第12 回 公益財団法人 医用原子力技術研究振興財団 講演会》

『がん治療の今』
～日本発のがん治療：重粒子線～

《第12 回 公益財団法人 医用原子力技術研究振興財団 講演会》


